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１．はじめに 油圧圧縮ヘッドとは・・・？

【写真1:油圧圧縮ﾍｯﾄﾞ】

・配電工事において、高所作業車の油圧ブース
タを使用し、主に電線接続作業に用いられる
工具（写真2）

◆重量約３ｋｇ ◆絶縁性能を有するヘッド
◆出力１２トン カバーを取付

【写真2:油圧圧縮ﾍｯﾄﾞ取付状態】
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２．開発経緯と目的

➢労働災害の発生

【写真3:再現写真】

2020年10月に油圧圧縮ヘッドの可動部に指を挟まれる労働災
害が発生(写真３)

●ヘッドによる労働災害は2001年度か
ら本災害までに８件と散発的に発生

発生パターンは主に３種類に分類できる
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２．開発経緯と目的

【ヘッド可動部に
指を挟まれる災害】

【圧縮コネクタの
仮押さえ関連】

【バルーンスイッチの
誤操作等】

人的対策「有」「Ｃ型コネクタ仮圧縮補助
工具」を導入

「バケット用ヘッド
収納袋」を導入 物理的対策「無」

対策 対策 対策

≪パターン1≫ ≪パターン2≫ ≪パターン3≫
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２．開発経緯と目的

➢物理的対策品の必要性

現行ルール
身体的負担からヘッド可動
部裏側を把持して作業

物理的対策品が必要！

【写真4:把持方法】

重心 重心
支点

所定の把持部 禁止行為
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（１）可動部の裏側を把持しても、物理的に可動部付近に手や
指が掛からない構造

【写真5：開発品イメージ】

３．開発品の特徴と評価

（２）現行のヘッドカバーの絶縁能力を低下させない素材

可動部付近に手や指が掛からない構造
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➢物理的対策品（完成品）

【写真6:完成品】

３．開発品の特徴と評価

ヒレ部分により､可動部に
指が掛からない



Confidential

【写真7:開発品の評価】
2部材によるコスト増

完成品
改
良

改
良

３．開発品の特徴と評価

試作１号機 試作２号機

突起部支障
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４．開発成果（2022年度）

（１）改良を加えた開発品が完成（名称:油圧圧縮ヘッド挟まれ防止具）
2022年9月に仕様制定

2020年度

≪30千円弱/個を想定≫ ≪約25千円/個≫≪約45千円/個≫

2021年度 2022年度

（２）部材構成を見直し、製品価格を低減
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５．仕様化後の状況

古河電工パワーシステムズ㈱製ヘッド（2023年9月導入済）
三和テッキ㈱製ヘッド（2024年1月導入済）

全面導入により本災害の根絶を図る
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※参考（産業財産権関係）



ご清聴、ありがとうございました。


